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い
年
の
翌
年
は
増
え
る
傾
向
レ
ル
ゲ
ン
は
花
粉
の
表
面
ゃ

に
あ
る
。
そ
れ
と
、
猛
暑
の

世
に
あ
る
一
努
以
下
の
粒
に

翌
年
も
大
量
飛
散
し
や
す
い
含
ま
れ
て
い
る
物
質
だ
っ
た

と
い
う
。

「
近
年
は
冷
夏
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。

年
が
な
く
、
過
去
十
年
の
平
王
准
教
授
は
「
花
粉
が
大

均
値
は
一
九
九
0
年
代
よ
り
気
中
の
P
M
2
・
5
に
く
っ

増
え
て
い
る
」

。
林
業
の
低
つ
く
と
、
破
裂
し
、
ア
レ
ル

迷
で
ス
ギ
林
の
間
伐
や
伐
採
ゲ
ン
の
粒
が
飛
び
出
し
ゃ
す

が
進
ま
な
い
た
め
、
花
粉
を
く
な
る
」
と
説
明
す
る
。

つ
け
る
三
十
年
以
上
の
ス
ギ
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
粒
は
空
中

も
増
え
る
一
方
だ
。

に
一
週
間
以
上
も
滞
留
す
る

さ
ら
に
「
悪
い
知
ら
せ
」
ば
か
り
か
、
車
の
走
行
な
ど

が
届
い
て
い
る
。
大
気
汚
染
で
繰
り
返
し
舞
い
上
が
っ
て

と
の
絡
み
だ
。
車
の
排
ガ
ス
い
る
と
い
う
。

な
ど
の
ほ
か
、
中
国
か
ら
飛
「
き
れ
い
な
空
気
で
も
二

し
来
す
る
微
小
粒
子
状
物
質
P
割
の
花
粉
か
ら
微
小
な
ア
レ

掴
M
2
・
5
の
影
響
が
心
配
さ
ル
ゲ
ン
が
飛
び
出
す
が
、
汚

隣
れ
て
い
る
。

染
さ
れ
た
大
気
で
は
、
そ
れ

.
埼
玉
大
大
学
院
の
王
青
躍
が
八
割
に
上
る
。
去
年
の
四

.
准
教
授
(
環
境
制
御
工
学
)

i
五
倍
の
花
粉
が
あ
る
と
す

圏
ら
の
研
究
で
、

P
M
2
・
5
れ
ば
、
汚
染
さ
れ
た
大
気
中

聞
が
花
粉
を
爆
発
さ
せ
、
被
害
で
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
物
質
の
量

・
を
広
げ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
徐
は
数
十
倍
に
も
な
る
」

も
、
一
・
八
倍
の
大
量
飛
散
々
に
分
か
っ
て
き
た
。

王
准
教
授
は
「
微
小
な
ア

に
な
る
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
花
粉
症
の
原
因
レ
ル
ゲ
ン
は
気
道
か
ら
肺

N
P
O法
人
「
花
粉
情
報
物
質
は
、
約
三
十
努
の
ス
ギ
に
も
侵
入
し
、
花
粉
症
ば
か

協
会
」
の
佐
橋
紀
男
事
務
局
花
粉
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
て
り
か
ぜ
ん
そ
く
の
引
き
金
に

長
に
よ
る
と
、
飛
散
が
少
な
い
た
。
し
か
し
、
原
因
の
ア
も
な
る
」
と
警
告
。
花
粉
症
.

対
策
に
は
目
先
の
ス
ギ
花
粉

の
み
屯
ら
ず
、
大
気
汚
染
の

解
消
が
急
務
と
訴
え
て
い

る
。

花
粉
症

大
気
汚
染
で
猛
威

花
粉
症
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
都
内
の
三
・
五

人
に
一
人
が
花
粉
症
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
。

「こ

ち
ら
特
報
部
」
で
も
、
記
者
の
半
分
が
マ
ス
ク
に
頼
っ

て
す
ご
し
て
い
る
。
今
季
は
例
年
の
二
倍
近
い
飛
散
量

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
最

近
の
研
究
で
は
大
気
汚
染
が
花
粉
症
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
気
が
抜
け
な
い
状
況
が

続
く
。

(

中
山
洋
子
)

こ
こ
の
と
こ
ろ
首
都
圏
の
が
多
く
な
り
そ
う
」
(
都
健

花
粉
予
報
マ
ッ
プ
は
連
日
、
康
保
険
課
)
。
花
粉
の
飛
散

ほ
ぼ
「
極
め
て
多
い
」
を
示
量
が
シ
ー
ズ
ン
中
の
累
計
で

す
真
っ
赤
な
色
に
塗
り
つ
ぶ
一
立
方
が
あ
た
り
二
千
個
以

さ
れ
て
い
る
。

上
に
な
る
と
、
花
粉
症
に
十

東
京
都
の
花
粉
情
報
の
ア
分
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要

ク
セ
ス
数
も
う
な
ぎ
上
り
。

と
さ
れ
る
。
今
季
は
東
日
本

昨
年
は
二
月
か
ら
三
カ
月
半
を
中
心
に
、
こ
の
目
安
を
大

の
情
報
提
供
期
間
で
三
十
五
き
く
上
回
る
見
込
み
だ
。

万
三
千
件
だ
っ
た
の
が
、
今
ち
な
み
に
環
境
省
の
全
国

年
は
一
カ
月
半
で
す
で
に
四
の
都
市
別
の
予
測
で
は
、
水

十
三
万
三
千
件
(
今
月
二
十
戸
市
が
一
万
六
千
七
百
九
十

日
現
在
)
に
達
し
て
い
る
。

個
(
前
年
比
で
約
五
倍
)
と

花
粉
が
多
い
年
は
当
然
、

花
粉
症
の
患
者
も
増
え
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
傾
向
を
見
る

と
、
今
年
も
症
状
が
出
る
人

被害広げる仕組み解明
最
多
で
、
群
馬
県
高
崎
市
や

宇
都
宮
市
な
ど
が
続
く
。
東

京
都
千
代
田
区
も
七
千
七
十

個
と
前
年
比
で
約
五
倍
。
過

去
十
年
の
平
均
値
と
比
べ
て

花粉対策などで
増えたマスク姿
の人たち=東京
都千代田区で

花
粉

+
P
M
U↓
ア
レ
ル
ゲ
ン
大
量
放
出


